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は
じ
め
に

　

一
六
〇
七
年
（
慶
長
十
二
）
か
ら
一
八
一
一
年
（
文
化
八
）
ま
で
十
二
回
に
わ
た

り
来
訪
し
て
い
た
朝
鮮
通
信
使
は
、
政
治
、
経
済
の
み
な
ら
ず
芸
術
文
化
な
ど
様
々

な
交
流
を
も
た
ら
し
た
、江
戸
幕
府
に
対
す
る
公
式
外
交
使
節
団
で
あ
っ
た
。
正
使
、

副
使
、
従
事
官
の
三
使
を
は
じ
め
、
画
員
・
医
員
・
訳
官
な
ど
総
勢
約
四
百
名
か
ら

五
百
名
に
の
ぼ
る
人
数
の
朝
鮮
通
信
使
一
行
は
、
漢
城
を
出
発
し
、
釜
山
か
ら
対
馬
・

福
岡
を
経
由
し
て
大
坂
ま
で
の
海
路
と
大
坂
か
ら
江
戸
ま
で
の
陸
路
を
船
団
や
行
列

を
組
み
半
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て
移
動
し
た
。

　

朝
鮮
通
信
使
の
来
日
は
様
々
な
方
面
で
交
流
を
生
み
、
通
信
使
一
行
を
描
い
た
絵

巻
や
浮
世
絵
な
ど
が
近
年
様
々
な
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
１
）。

　

本
稿
で
は
一
六
八
二
年
（
天
和
二
）
の
作
と
さ
れ
る
小
野
等
林
筆
「
朝
鮮
通
信
使

行
列
図
絵
巻
」（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
、
資
料
番
号93200884

）
に
つ
い

て
紹
介
し
、
同
年
に
日
本
へ
派
遣
さ
れ
た
朝
鮮
通
信
使
と
絵
画
交
流
に
つ
い
て
述
べ

る
こ
と
に
し
た
い
。

一
．
朝
鮮
通
信
使
の
平
和
外
交

　

ま
ず
、
本
稿
の
中
心
と
な
る
朝
鮮
通
信
使
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

江
戸
時
代
の
外
国
使
節
は
、
朝
鮮
通
信
使
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
六
三
四
年
（
寛

永
十
一
）
か
ら
一
八
五
〇
年
（
嘉
永
三
）
ま
で
の
十
八
回
に
お
よ
ぶ
琉
球
使
節
、

一
六
三
三
年
（
寛
永
十
）
か
ら
は
じ
ま
る
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ら
が
あ
る
が
、
そ
の
使

節
団
の
内
容
と
規
模
、
そ
の
ま
じ
わ
り
の
深
さ
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
通
信
使
が
群
を

抜
い
て
い
る
。

　

使
節
は
当
初
三
回
ま
で
は
「
回
答
使
兼
刷
還
使
」
と
称
し
た
が
、一
六
三
六
年
（
寛

永
十
三
）
以
後
は
、「
通
信
使
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
朝
鮮
通
信
使
と
い

う
と
連
絡
を
す
る
任
務
を
も
っ
た
人
が
往
来
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
が
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
「
信
」
に
重
要
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。「
信
」
は
信
頼
関
係
を
深
め

あ
う
と
い
う
意
味
で
、
徳
川
将
軍
と
朝
鮮
国
王
の
間
で
よ
し
み
を
通
わ
す
こ
と
を
指

し
た
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
日
本
側
の
文
献
に
は
「
信
」
と
い
う
字
だ
け
を
使
っ
た

「
朝
鮮
信
使
」
と
い
う
表
現
が
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

朝
鮮
通
信
使
は
形
式
と
し
て
は
徳
川
幕
府
と
朝
鮮
と
の
間
を
往
来
し
た
が
、
そ
の
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一
六
八
二
年
（
天
和
二
）
の
朝
鮮
通
信
使　

―
小
野
等
林
筆
「
朝
鮮
通
信
使
行
列
図
絵
巻
」
の
紹
介
―朴　

　
　

美　

姫
＊

キ
ー
ワ
ー
ド　

朝
鮮
通
信
使　

小
野
等
林　

絵
巻　

行
列
図　

天
和
度

は
じ
め
に

一
．
朝
鮮
通
信
使
の
平
和
外
交

二
．
小
野
等
林
筆
「
朝
鮮
通
信
使
行
列
図
絵
巻
」
に
つ
い
て

三
．
天
和
二
年
、
朝
鮮
通
信
使
の
日
本
来
訪
と
絵
画
交
流

お
わ
り
に

＊
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
学
芸
員
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内
実
は
徳
川
将
軍
と
朝
鮮
国
王
と
の
間
の
善
隣
友
好
関
係
を
象
徴
す
る
使
節
で
あ
っ

た
。
両
国
の
平
和
と
友
好
、
文
化
交
流
に
果
た
し
た
役
割
は
朝
鮮
通
信
使
に
つ
い
て

研
究
さ
れ
た
数
多
く
の
文
献
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
２
）。

　

朝
鮮
通
信
使
の
来
日
は
、
徳
川
幕
府
の
要
請
に
応
え
て
開
始
さ
れ
る
が
、
そ
の
実

現
は
難
行
し
た
。
来
日
し
た
通
信
使
が
、
そ
の
三
回
ま
で
を
「
回
答
使
兼
刷
還
使
」

と
称
し
た
の
も
、
一
五
九
二
年
（
文
禄
元
）
四
月
十
二
日
か
ら
一
五
九
八
年
（
慶
長

三
）
に
か
け
て
行
わ
れ
た
豊
臣
秀
吉
が
主
導
す
る
遠
征
軍
と
朝
鮮
お
よ
び
明
の
軍
と

の
間
で
交
渉
を
交
え
な
が
ら
戦
わ
れ
た
文
禄
・
慶
長
の
役
（
壬
辰
・
丁
酉
倭
乱
）
に

よ
っ
て
捕
虜
、
通
行
抑
留
さ
れ
た
人
び
と
を
取
り
返
す
こ
と
が
当
時
の
朝
鮮
の
急
務

だ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
し
た
が
っ
て
「
回
答
」
は
日
本
の
使
節
に
対
す
る
返
礼

の
使
節
と
い
う
意
味
で
こ
の
よ
う
な
名
称
が
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
信
使
あ

る
い
は
通
信
使
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
一
六
五
五
年
（
第
六
回
・
明
暦

元
）
ま
で
引
き
続
き
捕
虜
返
還
の
交
渉
は
続
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
実
際
、
そ
の
初

期
に
は
「
探
続
使
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
朝
鮮
通
信
使
に
は
日

本
の
実
情
を
偵
察
す
る
任
務
も
あ
っ
た
。

　

徳
川
幕
府
に
と
っ
て
通
信
使
は
、
朝
鮮
の
状
況
を
知
る
と
と
も
に
、
毎
年
明
清
の

燕
京
（
北
京
）
へ
使
節
（
燕
京
使
）
を
派
遣
し
て
い
る
朝
鮮
王
朝
と
の
通
交
を
介
し

て
清
朝
の
情
報
も
入
手
す
る
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
朝
鮮
か
ら
大
使
節
団

を
受
け
入
れ
、
諸
大
名
に
財
政
や
労
役
の
負
担
を
命
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
軍
の

権
威
を
誇
示
し
、
西
国
を
中
心
と
す
る
大
名
の
統
制
を
強
化
す
る
と
い
う
幕
藩
体
制

維
持
の
ね
ら
い
も
あ
っ
た
（
３
）。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
日
朝
関
係
は
単
な
る
修
好
の

み
で
は
な
く
以
下
の
よ
う
な
目
的
が
付
さ
れ
て
い
た
。

第
一
回　
　

一
六
〇
七
年
（
慶
長
十
二
年
）［
朝
鮮
］
宣
祖
四
十
年

　
　
　
　
　

日
朝
国
交
回
復
、
捕
虜
返
還

第
二
回　
　

一
六
一
七
年
（
元
和
三
年
）［
朝
鮮
］
光
海
君
九
年

　
　
　
　
　

徳
川
家
康
に
よ
る
大
坂
平
定

第
三
回　
　

一
六
二
四
年
（
寛
永
元
年
）［
朝
鮮
］
仁
祖
二
年

　
　
　
　
　

家
光
の
将
軍
継
承
祝
賀

第
四
回　
　

一
六
三
六
年
（
寛
永
十
三
年
）［
朝
鮮
］
仁
祖
十
四
年

　
　
　
　
　

泰
平
の
架

第
五
回　
　

一
六
四
三
年
（
寛
永
二
十
年
）［
朝
鮮
］
仁
祖
二
一
年

　
　
　
　
　

家
網
誕
生
の
慶
祝
及
び
日
光
東
照
宮
落
成
祝
賀

第
六
回　
　

一
六
五
五
年
（
明
暦
元
年
）［
朝
鮮
］
孝
宗
六
年

　
　
　
　
　

家
綱
襲
封
祝
賀

第
七
回　
　

一
六
八
二
年
（
天
和
二
年
）［
朝
鮮
］
粛
宗
八
年

　
　
　
　
　

綱
吉
襲
封
祝
賀

第
八
回　
　

一
七
一
一
年
（
正
徳
元
年
）［
朝
鮮
］
粛
宗
三
七
年

　
　
　
　
　

家
宣
襲
封
祝
賀

第
九
回　
　

一
七
一
九
年
（
享
保
四
年
）［
朝
鮮
］
粛
宗
四
五
年

　
　
　
　
　

吉
宗
襲
封
祝
賀 

第
十
回　
　

一
七
四
八
年
（
寛
延
元
年
）［
朝
鮮
］
英
祖
二
四
年

　
　
　
　
　

家
重
襲
封
祝
賀 

第
十
一
回　

一
七
六
四
年
（
明
和
元
年
）［
朝
鮮
］
英
祖
四
〇
年

　
　
　
　
　

家
治
襲
封
祝
賀 

第
十
二
回　

一
八
一
一
年
（
文
化
八
年
）［
朝
鮮
］
純
祖
十
一
年

　
　
　
　
　

家
斉
襲
封
祝
賀
（
対
馬
に
差
し
止
め
）（
４
）

　

第
六
回
の
家
網
将
軍
襲
封
の
祝
賀
以
降
は
、
将
軍
継
承
を
こ
と
ほ
ぐ
こ
と
が
主
な

名
目
と
な
っ
た
。
そ
の
外
交
に
は
、
対
馬
を
仲
立
ち
と
し
た
鎖
国
制
下
の
日
本
が
国

家
間
の
正
式
な
外
交
関
係
を
結
ん
だ
朝
鮮
貿
易
（
５
）
の
利
益
や
文
化
交
流
の
促
進
の

ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。

　

徳
川
幕
府
と
朝
鮮
王
朝
と
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
二
百
有
余
年
に
わ
た
る
日
朝

外
交
は
、
そ
の
史
脈
に
い
く
つ
か
の
特
色
が
あ
り
、
こ
れ
を
三
期
あ
る
い
は
四
期
、
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六
期
に
区
分
す
る
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
（
６
）。
徳
川
幕
府
と
朝
鮮
王
朝
と
の
関

係
も
、時
期
に
よ
る
変
化
が
あ
り
、日
本
と
朝
鮮
そ
れ
ぞ
れ
の
国
情
に
も
推
移
が
あ
っ

た
。
第
三
回
（
一
六
二
四
年
）
ま
で
を
国
交
再
開
期
、
第
八
回
（
一
七
一
一
年
）
ま

で
を
新
た
な
通
交
関
係
の
確
立
期
、
第
十
一
回
（
一
七
六
四
年
）
ま
で
を
恒
例
遵
守

の
安
定
期
、
そ
し
て
最
後
の
第
十
二
回
（
一
八
一
一
年
）
以
降
を
衰
退
期
と
み
な
す

説
が
一
般
的
で
あ
る
。
第
十
二
回
（
対
馬
ど
ま
り
）
で
朝
鮮
通
信
使
の
来
日
は
終
わ

る
が
、
日
朝
間
の
外
交
は
、
対
馬
藩
と
対
馬
へ
来
島
し
た
朝
鮮
訳
官
使
を
中
心
に
幕

末
ま
で
代
行
さ
れ
た
。

　
　
　

二
．
小
野
等
林
筆
「
朝
鮮
通
信
使
行
列
図
絵
巻
」
に
つ
い
て

　

通
信
使
を
描
い
た
絵
画
が
数
多
く
存
在
す
る
中
、
天
和
度
の
朝
鮮
通
信
使
を
描
い

た
行
列
図
と
し
て
絵
師
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
図
巻
は
狩
野
永
敬
筆
「
朝
鮮
通
信

使
行
列
図
巻
」（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
博
物
館
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
と

本
稿
で
紹
介
す
る
「
朝
鮮
通
信
使
行
列
図
絵
巻
」（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
）
の

み
で
あ
る
。「
朝
鮮
通
信
使
行
列
図
絵
巻
」は
、島
津
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、

当
館
に
は
一
九
九
三
年
に
収
蔵
さ
れ
、二
年
後
の
一
九
九
五
年
に
修
復
が
行
わ
れ
た
。

資
料
の
寸
法
は
縦
二
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
七
三
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、

落
款
と
印
章
は
あ
る
が
同
所
に
複
数
押
さ
れ
て
い
る
た
め
、詳
細
は
確
認
で
き
な
い
。

筆
者
の
小
野
等
林
に
つ
い
て
は
『
増
補
浮
世
絵
類
考
』、『
扶
桑
画
人
伝
』
に
長
谷
川

等
伯
の
門
人
や
養
子
で
あ
る
と
い
う
記
載
は
あ
る
も
の
の
、
本
図
巻
の
制
作
年
代
か

ら
考
え
る
と
年
代
に
ず
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
絵
師
等
林
の
詳
細
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

　

題
箋
に
は
「
江
戸
初
期
朝
鮮
特
使
来
訪
之
図
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は

当
館
登
録
名
「
朝
鮮
通
信
使
行
列
図
絵
巻
」
と
す
る
。
参
考
の
た
め
口
絵
カ
ラ
ー
版

と
し
て
全
図
【
口
絵
20
】
を
揚
げ
た
。

　

軽
妙
な
淡
墨
線
と
明
る
い
色
彩
で
描
か
れ
た
本
資
料
は
巻
末
に
正
使
、
副
使
、
従

事
官
の
役
職
と
年
齢
、
そ
し
て
「
天
和
二
戌
年
穐
九
月
日
」
の
記
載
か
ら
、
徳
川
綱

吉
の
将
軍
就
任
を
祝
賀
し
て
一
六
八
二
年
（
天
和
二
）
に
来
日
し
た
通
信
使
を
描
い

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。（
以
下
、
翻
刻
文
）

　
　

正
使
通
政
大
夫

　
　
　
　

吏
曹
参
議
知
製
教
尹
趾
完　

東
山
居
士　
　

四
十
八
九
歳
と
云

　
　

副
使
通
訓
大
夫
弘
文
館
典
翰
知
製
教
兼

　
　
　

經
筵
待
講
官
春
秋
館
編
修
官
季
彦
綱
鷺
湖　
　

三
十
九
歳

　
　

從
事　

官
通
訓
大
夫
弘
文
館　

校
理
知
製
教

　
　
　
　
　

兼
經
筵
侍
讀
官　

春
秋
館
記
註
官

　
　
　
　
　

朴
慶
俊
竹
菴　

可
四
十
歳　

級
第
四
度

　
　

天
和
二
戌
年
穐
九
月
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
奞
単
軒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
林
筆
（
印
）

　

天
和
度
に
派
遣
さ
れ
た
朝
鮮
通
信
使
は
、巻
末
に
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
正
使
・

尹
趾
完
（
一
六
三
五
～
一
七
八
一
）、
副
使
・
李
彦
綱
（
一
六
四
八
～
一
七
一
六
）、

従
事
官
・
朴
慶
俊
（
一
六
四
四
～
？
）
の
三
使
を
含
む
計
四
七
三
名
が
朝
鮮
か
ら
派

遣
さ
れ
た
が
、
本
図
巻
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
は
計
一
七
三
名
の
み
で
、
う
ち
通
信

使
は
九
十
九
名
が
描
か
れ
て
い
る
。本
来
の
数
百
人
か
ら
な
る
通
信
使
の
行
列
よ
り
、

重
要
な
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
を
選
び
出
し
、
新
た
に
構
成
し
て
い
る
。

　

通
信
使
の
行
列
の
先
頭
に
は
必
ず
「
清
道
旗
」
の
旗
を
持
つ
旗
手
が
立
ち
、
そ
れ

に
続
い
て
楽
隊
、
そ
し
て
昇
・
降
龍
の
図
柄
が
描
か
れ
た
「
形
名
旗
」
を
立
て
る
旗

手
が
描
か
れ
る
。
続
い
て
朝
鮮
国
王
の
国
書
が
入
っ
た
華
や
か
な
輿
を
担
ぐ
グ
ル
ー

プ
と
三
使
そ
れ
ぞ
れ
の
轎
を
取
り
囲
む
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
中
下
宮
や
碩
学
、
画
員

な
ど
随
員
の
順
で
行
進
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
本
図
巻
に
は
道
を
清
め
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払
う
こ
と
を
象
徴
す
る
「
清
道
旗
」
を
持
つ
旗
手
は
描
か
れ
ず
「
形
名
旗
」
も
み
ら

れ
な
い
。
巻
頭
の
部
分
が
切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
巻
頭

に
こ
れ
ら
が
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
本
図
巻
は
人
数
を
か
な
り
省
略

化
し
て
は
い
る
も
の
の
、
先
頭
か
ら
最
後
ま
で
の
行
列
の
様
子
を
描
い
た
行
列
図
で

あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
虎
の
皮
が
乗
せ
ら
れ
た
輿
が
三
つ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸

入
り
し
た
通
信
使
の
登
城
す
る
前
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

画
面
の
幅
に
対
し
て
人
物
を
や
や
大
き
く
描
い
て
い
る
本
図
巻
は
、
服
装
の
模
様

や
顔
の
表
情
を
個
性
豊
か
に
描
い
て
い
る
が
、
通
信
使
を
描
い
た
他
の
行
列
図
と
同

じ
く
体
の
シ
ル
エ
ッ
ト
、
服
装
、
そ
し
て
馬
な
ど
に
パ
タ
ー
ン
化
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
記
録
画
に
み
ら
れ
る
通
信
使
一
行
の
職
名
・
氏
名
・
人
数
な
ど
が
み
ら
れ
ず
、

記
録
画
よ
り
も
観
賞
用
の
絵
画
と
し
て
の
側
面
を
重
視
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

三
．
天
和
二
年
、
朝
鮮
通
信
使
の
日
本
来
訪
と
絵
画
交
流

　

本
題
か
ら
は
少
し
外
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
天
和
度
の
朝
鮮
通
信
使
を
介
し
て
贈
ら

れ
た
屏
風
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
す
で
に
本
稿
で
記
し
た
よ

う
に
、
一
六
八
二
年
（
天
和
二
）
第
七
回
朝
鮮
通
信
使
の
訪
日
目
的
は
五
代
将
軍
徳

川
綱
吉
（
一
六
四
六
～
一
七
〇
九
）
の
襲
封
祝
賀
で
あ
っ
た
。

　

三
使
を
初
め
と
す
る
通
信
使
四
七
三
名
は
五
月
二
十
六
日
釜
山
に
到
着
し
、
そ
の

後
、
三
船
に
分
乗
し
対
馬
に
渡
り
、
七
月
八
日
同
地
を
発
し
た
。
以
後
、
壱
岐
、
下

関
を
経
て
七
月
二
十
六
日
大
坂
着
。
八
月
二
日
淀
川
を
さ
か
の
ぼ
り
淀
浦
か
ら
陸
路

に
変
え
京
都
に
着
。
八
月
二
十
一
日
江
戸
に
到
着
し
、
客
館
本
誓
寺
に
入
っ
た
。
同

月
二
十
七
日
に
は
登
城
し
て
国
書
と
書
契
、
そ
し
て
別
幅
を
奉
呈
し
た
。

　

天
和
度
に
朝
鮮
王
朝
が
日
本
幕
府
に
贈
っ
た
品
目
は
人
参
、
虎
皮
、
繻
子
な
ど
で
、

こ
れ
に
対
す
る
返
礼
と
し
て
綱
吉
は
蒔
絵
や
金
地
画
屏
風
二
十
双
な
ど
を
贈
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
７
）。

　
（
以
下
、金
屏
風
二
十
双
の
画
題
。『
通
航
一
覧
』及
び『
増
訂
古
画
備
考
』を
参
照
）

　
　

一
、
八
枚
折
一
双　

橋
合
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
夜
討　

狩
野
永
真
安
信

　
　

一
、
六
枚
折
一
双　

江
島
之
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢
之
景　

狩
野
永
真
安
信

　
　

一
、
六
枚
折
一
双　

一
谷
鴨
鳥
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
平
最
期　

狩
野
探
信
守
政

　
　

一
、
六
枚
折
一
双　

宮
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
吉　

狩
野
探
信
守
政

　
　

一
、
六
枚
折
一
双　

梶
原
二
度
之
駆　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

継
信
最
期　

狩
野
探
雪
守
定

　
　

一
、
二
枚
折
一
双　

俊
成
井
出
之
玉
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
佐
野
之
渡　

狩
野
探
雪
守
定

　
　

一
、
八
枚
折
一
双　

七
騎
落　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
弁
慶　

狩
野
養
卜
常
信

　
　

一
、
六
枚
折
一
双　

初
瀬
之
景　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

切
渡
之
景　

狩
野
養
卜
常
信

　
　

一
、
六
枚
折
一
双　

河
原
兄
弟　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
曽
願
書　

狩
野
洞
雲
益
信

　
　

一
、
六
枚
折
一
双　

う
つ
保
物
語　

狩
野
洞
雲
益
信

　
　

一
、
六
枚
折
一
双　

桜
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紅
葉
馬　

狩
野
春
雪
信
之

　
　

一
、
六
枚
折
一
双　

水
鳥　

狩
野
求
馬
春
笑
亮
信

　
　

一
、
□
□
□
□　
　

源
氏
桐
つ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
つ
せ
み　

狩
野
左
衛
門
休
白
昌
信

　
　

一
、
六
枚
折
一
双　

竹
に
小
鳥
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松
に
小
鳥　

狩
野
休
碏
友
信

　
　

一
、
六
枚
折
一
双　

和
国
耕
作　

狩
野
休
円
清
信

　
　

一
、
六
枚
折
一
双　

鳴
渡　

狩
野
内
記
休
山
是
信

　
　

一
、
□
□
□
□　
　

桜
紅
葉
小
鳥　

狩
野
伯
円
方
信

　
　

一
、
六
枚
折
一
双　

白
梅
小
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紅
梅
小
鳥　

狩
野
左
門
安
仙
春
信

　
　

一
、
六
枚
折
一
双　

源
氏
之
内
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宴
紅
葉
之
賀　

狩
野
内
匠　

柳
雪
秀
信

　
　

一
、
六
枚
折
一
双　

平
等
院
宇
治
之
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
摘　

嵯
峨
之
景　

狩
野
主
水
文
信

　

以
上
の
記
録
か
ら
名
所
絵
四
双
、
武
者
絵
五
双
、
物
語
絵
四
双
、
花
鳥
画
六
双
、

風
俗
画
一
双
が
贈
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
画
題
と
し
て
わ
か
り
や
す

い
花
鳥
画
が
最
も
多
く
贈
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
特
徴
と
し
て
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
日
本
の
武
者
た
ち
の
武
勇
を
称
え
た
「
武
者
絵
」
も
五
双
含
ま
れ
て
い
る
な
ど
、

い
か
に
も
日
本
的
な
も
の
が
贈
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
朝
鮮
と
い
う
異
国
へ

の
贈
り
物
と
し
て
は
当
然
と
い
え
る
配
慮
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
花
鳥
画
以

外
の
画
題
の
意
味
を
果
た
し
て
受
け
側
の
朝
鮮
は
ど
の
程
度
理
解
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
己
酉
約
条
（
一
六
〇
九
年
）
の
締
結
の
際
に
贈
ら
れ
た
「
金
屏
風
五
對
」
の
う

ち
「
楊
貴
妃
図
」
は
相
当
な
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
８
）。

　

ま
た
金
屏
風
に
対
し
て
士
大
夫
は
儒
教
的
な
倹
約
主
義
な
ど
の
観
点
か
ら
、
豪
華

で
装
飾
的
な
性
向
を
贅
沢
と
浪
費
お
よ
び
外
形
的
な
技
巧
物
で
あ
る
と
批
判
し
た

が
、
北
学
派
や
脱
性
理
学
的
な
文
明
意
識
の
視
覚
か
ら
物
質
的
繁
栄
と
優
秀
な
技
術

と
し
て
認
識
し
た
。

　

金
屏
風
は
す
で
に
十
五
世
紀
に
も
伝
来
し
て
お
り
（
９
）、
従
来
の
研
究
で
は
そ
の

始
ま
り
は
一
四
四
三
年
（
嘉
吉
三
）
と
さ
れ
て
き
た
（

 10
）。
し
か
し
『
実
録
』
に
よ

る
と
一
四
〇
八
年
（
応
永
十
五
）
に
は
す
で
に
贈
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（『
太
宗
実
録
』
十
六
巻　

太
宗
八
年
七
月
六
日
）

　
　
　
　

○
壬
子
／
日
本 

大
內
殿
、
遣
使
獻
禮
物
、

　
　
　
　
　

有
屋
轎
子
一
、
屛
風
六
、
藥
材
器
皿
綾
絹
等
物
。

　

そ
の
記
録
に
は
対
馬
の
宗
氏
と
並
ん
で
重
要
視
さ
れ
て
い
た
大
内
氏
が
使
者
を
通

じ
て
礼
物
を
贈
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
国
王
使
に
次
ぐ
巨
酋
使
に
よ
る
「
屏
風

六
」
は
、
そ
の
主
題
、
そ
し
て
様
式
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
が
、
今
後
新
た
な
記
録

が
見
つ
か
る
可
能
性
も
あ
り
、
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

金
屏
風
が
通
信
使
を
通
じ
て
朝
鮮
国
王
に
贈
ら
れ
る
の
は
第
四
回
目
の
使
節
団
の

際
で
あ
る
。
一
六
三
六
年
（
寛
永
十
三
）
十
二
月
二
十
八
日
に
江
戸
の
館
舎
か
ら
幕

府
の
大
老
と
老
中
が
持
参
し
た
朝
鮮
国
王
に
贈
る
大
君
の
回
契
に
付
加
さ
れ
た
回
礼

別
幅
に
「
金
屏
風
二
十
双
」
が
は
じ
め
て
記
録
さ
れ
、
大
君
が
三
使
に
私
礼
物
と
し

て
金
屏
風
を
贈
呈
し
た
制
度
が
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

す
で
に
『
通
航
一
覧
』
や
『
実
録
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
進
呈
品
の

目
録
と
韓
国
側
の
史
料
『
海
行
総
載
』
の
「
回
礼
別
幅
」
と
『
通
信
使
謄
録
』
に
よ

り
、
第
四
回
（
一
六
三
六
年
）
か
ら
十
二
回
目
（
一
八
一
一
年
）
ま
で
に
贈
ら
れ
た

屏
風
の
種
類
と
数
量
を
み
て
み
る
と
、
一
八
一
一
年
（
文
化
八
）
の
使
節
団
の
十
双

を
除
く
計
八
回
の
使
節
団
を
通
じ
、
朝
鮮
国
王
に
毎
回
二
十
双
の
屏
風
が
贈
呈
さ
れ

た
。
し
か
し
一
七
一
一
年
（
宝
永
八
）
の
み
十
四
双
と
そ
の
数
に
差
が
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
帰
国
時
、
釜
山
で
船
の
沈
没
が
あ
り
そ
れ
に
よ
り
失
わ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
朝
鮮
国
王
に
贈
呈
さ
れ
た
計
一
七
〇
双
の
屏
風
の
う
ち
、
事

故
で
失
わ
れ
た
六
双
を
除
い
た
一
六
四
双
が
国
王
に
贈
呈
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
十
七
世
紀
以
後
に
贈
呈
さ
れ
た
屏
風
に
は
十
八
世
紀
に
な
る
と
水
墨

画
も
見
ら
れ
る
が
、そ
の
多
く
は
日
本
の
代
表
的
な
特
産
品
で
あ
る
金
屏
風
で
あ
り
、

十
五
世
紀
の
朝
鮮
初
期
に
伝
え
ら
れ
た
「
塗
金
」、「
金
粧
」、「
帖
金
」、「
装
金
」
屏

風
に
比
べ
「
貼
金
」、「
撒
金
」
屏
風
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
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現
在
、
贈
ら
れ
た
屏
風
の
う
ち
残
さ
れ
た
作
品
は
「
田
雁
秋
景
図
屏
風
」
と
「
牡

丹
流
水
図
屏
風
」
の
み
で
あ
る
が
、
一
七
一
一
年
（
宝
永
八
）
に
贈
ら
れ
た
狩
野
常

信
の
「
大
井
川
行
幸
図
」
と
一
七
一
九
年
（
享
保
四
）
に
贈
ら
れ
た
狩
野
古
信
の
「
四

季
童
遊
図
」
の
縮
図
模
本
と
一
八
一
一
年
（
文
化
八
）
に
贈
ら
れ
た
住
吉
広
行
の
「
堂

上
放
鷹
図
」
の
下
絵
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
朝
鮮
へ
贈
ら
れ
た
金
屏
風
の
全

貌
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

終
わ
り
に

　
「
朝
鮮
通
信
使
行
列
図
絵
巻
」
は
従
来
、
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
な
か
っ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
多
く
は
朝
鮮
通
信
使
に
焦
点
を
あ
て
た
展
覧
会
図

録
の
簡
単
な
解
説
に
止
ま
る
程
度
で
あ
り
、
詳
し
く
解
読
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
「
朝
鮮
通
信
使
行
列
図
絵
巻
」
は
、
数
少
な
い
天
和
度
の
朝
鮮
通
信
使
の

行
列
を
描
い
た
図
巻
と
し
て
、
記
録
画
と
し
て
の
分
析
よ
り
も
江
戸
時
代
の
絵
師
に

よ
る
絵
画
作
品
と
し
て
解
釈
す
る
必
要
も
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
朝
鮮
通
信
使
の
行

列
図
が
江
戸
時
代
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
描
か
れ
て
き
た
の
か
が
少
し
ず
つ
明

ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
今
後
、
資
料
の
さ
ら
な
る

分
析
と
展
示
な
ど
を
通
じ
た
公
開
を
進
め
、
研
究
の
一
助
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
。

（
１
）
辛
基
秀･

仲
尾
宏
責
『
大
系
朝
鮮
通
信
使
大
系:

善
隣
と
友
好
の
記
録･

朝
鮮
通
信
使
』
第
一

巻
～
第
八
巻
、
明
石
書
店
、
一
九
九
三
～
九
六
年
。

　
　

尹
芝
惠
「
日
本
絵
画
の
中
の
朝
鮮
通
信
使
」『
リ
ポ
ー
ト
二
十
一:

「
二
十
一
世
紀
・
地
球
講

座
」
か
ら
』
島
根
県
立
大
学
、
二
〇
〇
五
、
年
。

　
　

郷
司
泰
仁
「
朝
鮮
通
信
使
随
行
画
員
―
日
本
人
と
の
関
わ
り
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
二
〇
号
、

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年
一
四
二
～
一
五
三
頁
。

　
　

尹
芝
惠
「
異
国
を
見
る
眼
―
朝
鮮
通
信
使
に
ま
つ
わ
る
絵
画
を
通
し
た
日
韓
比
較
文
化
研

究
」『
鹿
島
美
術
研
究
』
二
十
四
号
、
鹿
島
美
術
財
団
、
二
〇
〇
六
年
。

（
２
）
本
稿
で
取
り
上
げ
る
朝
鮮
通
信
使
に
つ
い
て
は
次
の
論
考
を
参
照
し
た
。

　
　

中
村
栄
孝
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
下
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
。

　
　

幸
基
秀
ほ
か
著
『
朝
鮮
通
信
使
絵
図
修
正
』
講
談
社
、
一
九
八
五
年
。

　
　

李
進
煕
『
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
』
講
談
社
、
一
九
八
七
年
。

　
　

三
宅
英
利
『
近
世
日
朝
関
係
史
の
研
究
』
文
献
出
版
、
一
九
八
七
年
。

　
　

幸
基
秀
『
朝
鮮
通
信
使
往
来
』
労
働
経
済
社
、
一
九
九
三
年
。

　
　

上
田
正
昭
編
『
朝
鮮
通
信
使
―
善
隣
と
友
好
の
み
の
り
』
明
石
書
店
、
一
九
九
五
年
。

　
　

仲
尾
宏
著
『
朝
鮮
通
信
使
と
徳
川
幕
府
』
明
石
書
店
、
一
九
九
七
年
。

　
　

田
中
健
夫
『
東
ア
ジ
ア
通
交
圏
と
国
際
認
識
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
。

　
　

李
元
植
『
朝
鮮
通
信
使
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
。

　
　

幸
基
秀
『
朝
鮮
通
信
使
―
人
の
往
来
、
文
化
の
交
流
』
明
石
書
店
、
一
九
九
九
年
。

　
　

幸
基
秀
・
仲
尾
宏
著
編
著
『
図
説
朝
鮮
通
信
使
の
旅
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。

　
　

西
村
毬
子
『
日
本
見
聞
録
に
見
る
朝
鮮
通
信
使
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
３
）
辛
基
秀
『
朝
鮮
通
信
使
と
そ
の
時
代
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
百
十
八
頁
。

（
４
）
仲
尾
宏
『
朝
鮮
通
信
使 

江
戸
日
本
の
誠
信
外
交
』
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
八
年
。

（
５
）
朝
鮮
と
の
貿
易
仕
法
は
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

①　

封
進
（
当
初
は
進
上
）
朝
鮮
国
王
へ
の
封
進
物
と
し
て
胡
椒
・
蘇
木
・
明
礬
・
銅
盤
・
銅
鏡
・

金
屏
風
な
ど
を
贈
り
、
こ
れ
に
対
す
る
回
賜
と
し
て
朝
鮮
人
参
・
虎
皮
・
豹
皮
・
白
木
綿
・

黒
麻
布
・
筆
墨
・
鷹
な
ど
が
渡
さ
れ
た
。
贈
答
の
形
式
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
実
質
に
お
い

て
は
貿
易
に
等
し
か
っ
た
。

②　

公
貿
易　

対
馬
か
ら
、
銅
・
錫
・
蘇
木
・
水
牛
角
・
胡
椒
・
明
礬
な
ど
が
輸
出
さ
れ
、
朝
鮮

政
府
が
公
木
（
木
綿
）
を
出
し
て
交
易
を
し
た
。
た
だ
し
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
に
公

木
の
一
部
が
米
に
替
え
ら
れ
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
以
降
は
年
々
白
米
一
万
六
千
俵
と

な
っ
た
。
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③　

私
貿
易
釜
山
の
倭
館
内
で
毎
月
三
と
八
の
日
の
六
日
間
に
市
を
開
き
、
対
馬
藩
か
ら
派
遣
さ

れ
て
い
る
代
官
が
朝
鮮
商
人
と
交
渉
し
て
取
引
を
し
た
。
商
人
数
は
十
七
世
紀
後
半
に
は
一

定
数
に
限
ら
れ
、
朝
鮮
側
の
役
人
立
ち
会
い
の
も
と
で
の
交
易
で
あ
っ
た
。

　
　
『
日
本
文
化
の
歴
史
・
江
戸
』
進
士
慶
幹
編
集
、
小
学
館
、
一
九
八
八
年
、
九
十
六
頁
。

（
６
）
今
橋
映
子
「「
こ
こ
ろ
の
交
流　

朝
鮮
通
信
使
―
江
戸
時
代
か
ら
二
十
一
世
紀
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
展
」『
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
愉
し
み
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
、

百
十
三
～
百
十
八
頁
。

（
７
）
榊
原
悟
『
美
の
架
け
橋　

異
国
に
遣
わ
さ
れ
た
屏
風
た
ち
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
、

一
六
二
～
一
七
六
頁
。

（
８
）「
朝
鮮
国
王
に
贈
呈
さ
れ
た
「
楊
貴
妃
図
屏
風
」
―
己
酉
約
条
と
「
金
屏
風
五
對
」
を
め
ぐ
っ

て
」『
美
術
史
』
美
術
史
學
会
一
七
二
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
。

（
９
）
赤
沢
英
二
「
十
五
世
紀
に
お
け
る
金
屏
風
に
つ
い
て
」『
國
華
』
八
四
九
号
、
国
華
社
、

一
九
六
二
年
、
五
六
七
～
五
七
九
頁
。

（
10
）
前
掲
、
榊
原
悟
『
美
の
架
け
橋　

異
国
に
遣
わ
さ
れ
た
屏
風
た
ち
』。




